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研究要旨 
 筋骨格系疼痛患者の診療において、治療前の予後規定因子の評価が重要視されている。Örebro 
Musculoskeletal Pain Screening Questionnaire（ÖMPSQ）は、筋骨格系疼痛が慢性化するリス
クを総合的に把握する質問票である。今回、ÖMPSQを我が国へ導入するため、日本語版を作成
することとした。本研究では、原作者から日本語版作成の許可を得た後、翻訳版を作成する標
準的な手順に基づき、日本語版を作成した。日本語を母国語とする2名の翻訳者が日本語に翻
訳し、一つの翻訳案にまとめ（順翻訳）、次に、英語を母国語とする翻訳者が日本語案を英語に
翻訳し直した（逆翻訳）。適宜、原作者との協議を通じ、原作版と日本語案の概念の整合性を確
認し、日本語暫定版を作成した。その後、筋骨格系疼痛を有する成人5名に対するパイロット
調査を経て、言語的妥当性を担保した日本語版ÖMPSQおよびその短縮版を確定した。今後、計
量心理学的な検討を行う予定である。 

 
Ａ．研究目的 
国民病ともいわれる腰痛・頚部痛を代表と
する筋骨格系疼痛は、慢性化や再発を繰り返
すことが多く、個人の健康問題のみならず、
労働生産性などの社会経済的な影響も大きい。
そのため、特に欧州を中心とした腰痛に関す
る診療ガイドラインでは、「治療前の予後規定
因子の評価」の重要性が謳われており 1,2)、早
期に、かつ包括的なスクリーニングが必要と
されている。 
心理社会的要因は、筋骨格系疼痛の重要な
予後規定因子であり 3,4)、これらの評価を治療
方針の決定に活かす取り組みが高まっている。
様々な心裡社会的要因において、要因ごとに
種々の質問紙が使用されているが、質問紙の
数が増えるにつれて、患者への負担も大きく、
包括的なスクリーニングが難しいのが現状で
ある。心理社会的要因の評価を含んだSTarT 
(Subgrouping for Targeted Treatment) Back
スクリーニングツールは腰痛の慢性・難治化
リスクを簡便に評価することが可能だが 5)、
腰痛に重点を置いたツールのため、単独で全
ての筋骨格系疼痛患者への使用は難しい。ま
た、面接での評価は時間がかかる上に医療者
の技量により左右される部分が大きいため、

多くの筋骨格系疼痛患者に遭遇するプライマ
リケアレベルで簡便に評価できる適切なツー
ルが求められる。 
ÖMPSQ（Örebro Musculoskeletal Pain 
Screening Questionnaire）は、痛みの程度、
機能障害、睡眠障害、不安、抑うつ、回復へ
の期待度、恐怖回避思考など筋骨格系疼痛が
慢性化するリスクを総合的に把握するツール
として開発された 6)。これは自記式の質問票
であり、年齢や性別などの基本的情報を含め
た25設問からなる（うち21問を得点化）。ま
た、これらの設問から一部抜粋した10設問か
ら構成されている短縮版も作成されている 7)。
ÖMPSQは、これまでに9ヵ国以上で言語的妥
当性が確認された翻訳版が作成されており、
今後益々世界的に汎用される可能性がある。
しかし、本邦では、言語的妥当性が確認され
た日本語版は存在しない。 
今回我々は、ÖMPSQおよびその短縮版を日
本の臨床現場に導入するため、英語の原作版
を日本語に翻訳し、言語的妥当性を担保した
日本語版ÖMPSQを作成することを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
日本語版の作成は、原作者Prof. Steven J. 
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Lintonから日本語版開発の許可を得た後、言
語的に妥当な翻訳版を作成する際に標準的に
用いられる手順 8-10)に従って行った。言語的
な妥当性を担保するためには、原作版との内
容的な整合性を保ちつつ、日本人患者にも違
和感なく受け入れられる表現を目指すことが
求められる。そのため、質問概念が不明確な
場合は、原作者に質問の意図を確認しながら
進めた。手順としては、まず日本語を母国語
とする2名の翻訳者が、原作版を日本語にそ
れぞれ翻訳した。それぞれの翻訳案を検討し、
一つの案にまとめた後、臨床的な観点からさ
らなる検討を加えた、日本語翻訳案を作成し
た（順翻訳）。次に、英語を母国語とする1
名の翻訳者が日本語翻訳案を英語に翻訳した
（逆翻訳）。その内容に基づき原作者とともに
翻訳案の検討を行い、原作版との内容的な整
合性を担保した日本号暫定版を作成した。 
日本語暫定版の文章表現の妥当性や質問内
容の理解度を検討するため、個別面談方式に
よるパイロット調査を東京大学医学部附属病
院で実施した。 
対象は、日本語を母国語とし、腰痛を代表
とする慢性の筋骨格系疼痛を有する者5名と
した。本調査は、文書による同意を得たうえ
で、専門のインタビュー担当者によって実施
された。インタビュー担当者は、調査目的を
十分に説明した後、自己記入で質問票に回答
するよう参加者に求めた。回答終了後、①質
問票全般の印象（全体的にわかりやすいか、
回答に要する時間は適当か、質問数は適当か、
またこの質問票に回答してもよいと思うか）、
②説明文（説明文はわかりやすいか）、③質問
文（質問文は簡単に理解できたか、質問内容
はどのような意味だと理解したか、質問内容
は回答しづらいか）、および④回答肢（回答肢
はわかりやすく、質問に対応しているかなど）
について参加者に意見を求めた。本調査は、
ÖMPSQおよびその短縮版の双方の質問票につ
いて実施した。 
（倫理面への配慮） 
実施にあたっては、東京大学医学部倫理委
員会での承認を得た。パイロット調査は、個
室でのインタビューとし、参加者のプライバ

シーには十分配慮した。 
 
Ｃ．研究結果 
文化的な背景や言語的な相違について、原
作者との協議を重ねた結果、原作者より原作
版と同等の質問概念を有するとの回答を得た。
また、筋骨格系疼痛を有する成人5名（男性
2名）を対象としたパイロット調査では、全
体として文章表現や質問内容に問題はなく、
わかりやすい質問票であると回答が大部分を
占めた。幾つかの質問文や回答肢がわかりづ
らいとの意見があったため、スコアリングマ
ニュアル 11)も参考にしながら、一部修正を加
えた。参加者は全質問項目について理解して
おり、回答もできていた。 
以上の結果から、言語的妥当性の担保され
た「筋骨格系疼痛スクリーニング質問票
（ÖMPSQ）」およびその短縮版を確定した。 
 
Ｄ．考察 
ÖMPSQの本邦への導入を目的として、言語
的妥当性を担保した日本語版ÖMPSQ（筋骨格
系疼痛スクリーニング質問票）を作成した。
今回、質問票の原作版を原作者より入手し、
それを基に翻訳作業を行った。オリジナルの
論文 6)の表記と原作版では一部記載が異なっ
ていたため、適宜、原作者に確認しながら進
めていった。 
ÖMPSQは、諸外国の腰痛に関する診療ガイ
ドラインにおいて、STarT Backスクリーニン
グツール 5)とともに、慢性化するリスクのス
クリーニングツールとして紹介されている
2,12)。ÖMPSQは、疼痛の慢性化の予測だけでな
く、3ヶ月後の仕事復帰の予測にも有用であ
り 13)、労働生産性の観点からも重要な質問票
である。特に、ÖMPSQ短縮版は、2017年年に
Lancetに掲載された腰痛に関するセミナー
論文 14)で、プライマリケアにおいて予後予測
に用いるのに推奨される質問票として取り上
げられている。短縮版は、25問からなる質問
票と類似した予測能を有することが確認され
ており 7)、回答に要する時間も短いことから、
臨床場面でより活用しやすいかもしれない。
現在、計量心理学的妥当性の検証を行う準備
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を進めている。 
 
Ｅ．結論 
一連の検討過程を経て、言語的妥当性を担
保した日本語版ÖMPSQを確定した。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載。 
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